[bookmark: _GoBack]第38回　九州小学生親善ハンドボール大会　実施要項（案）
１　主　催　　九州ハンドボール協会

２　主　管　　宮崎県ハンドボール協会

３　後　援　　宮崎県教育委員会　

４　協　賛　　株式会社ミカサ　株式会社モルテン(未定)

５　期　日　　平成２８年１２月２２日（金）～２４日（日）
　　【審判会議】　　　　１２月２２日（金）
    【代表者会議】　　　１２月２２日（金）
　　【開会式】　　　　　１２月２２日（金）
　　【競技】　　　　　　１２月２３日（土）２４日（日）
　　【開会式】　　　　　１２月２４日（日）競技終了後　宮崎市総合体育館

６　会　場　　宮崎市総合体育館（2面）
	　　　宮崎県体育館（2面）

７　競技規則　　（１）平成２９年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則及びJクイックハンドボール競技規則（U-12）による。
　　　　　　　　（２）競技場　宮崎市総合体育館 ○○ｍx○○ｍ
			　　　宮崎県体育館　○○ｍx○○ｍ
　　　　　　　　（３）試合球は（公財）日本ハンドボール協会公認検定１号球を使用する。

８　競技方法　　（１）４チームによる予選リーグの後、各リーグ上位２チームで決勝トーナメントを行う。予選リーグにおいては下記の通りで順位を決定する。
1 勝ち点数（勝ち２点　引き分け１点　負け０点）の多いチームが上位とする。
2 当該チーム間の得失点差が多いチームを上位とする。
3 当該チーム間の総得点が多いチームを上位とする。
4 全試合の得失点差が多いチームを上位とする。
5 全試合の総得点が多いチームを上位とする。
6 抽選
　　　　　　　　（２）競技時間は、予選リーグ　　　　8分－３分－　8分－３分－　8分
　　　　　　　　　　　　　　　　決勝トーナメント　１０分－５分－１０分－５分－１０分
　　　　　　　　（３）３位決定戦は行わない。
　　　　　　　　（４）予選リーグの３・４位チームは交流戦を行う。
　　　　　　　　（５）詳細については監督・主将会議において行う。
　　　　　　　　（６）決勝トーナメントにおいて、準決勝までは、同点の場合、第一延長後７ｍTCとする。決勝戦においては、第二延長戦後７ｍTCで勝敗を決定する。

９　参加資格　　（１）平成２９年度（公財）日本ハンドボール協会に登録されたチームで、各県協会から推薦された男女２チームとする。
　　　　　　　　（２）各チームでスポーツ安全保険等に加入し、怪我等の対応にあたる。
　　　　　　　　（３）男子チームには、女子の参加を認める。ただし５名以上は単独出場に参加する人数になるので不可である。　　　　　　　　　　　
※平成２３年度九州小学生普及委員会での決議事項
　　　　　　　　　　　　単独チームとしては5名いれば、試合に参加できるものとする。
10 参加人数　　　１チームの人数は、監督1名、役員３名、選手２０名とする。
　
11　参加負担金　　１チーム　１,５０００円
　　振込先





12　申し込み方法　（１）平成２８年１１月　　日（　　）必着
　　　　　　　　　（２）参加申し込み書・宿泊申し込み書については、下記の方法で申し込むこと。
　　　　　　　　　　　①
　　　　　　　　　　　②
　　　　　　　　　　　③

13　組み合わせ　　九州ハンドボール協会理事会にて抽選を行う。
		　全国大会決勝トーナメントの結果をもとに4つまでシードを割り当てる。
		　
14　参加上の注意　（１）出場チームの役員・選手は、（公財）日本ハンドボール協会の役員証、選手登録証を必ず持参すること。写真等の不備がないようにする。
（２）役員・選手の変更届が必要な場合は、監督・主将会議のときに提出すること。
　　　　　　　　　（３）ユニフォームは、濃淡のはっきり認識できるものをCP、GKそれぞれ２着以上用意すること。
（４）松ヤニ、松ヤニスプレーおよび両面テープの使用は禁止する。
（５）大会中の事故については、応急措置は行うが、その後は各チームで責任を持つものとする。
（６）体育館使用にあたってじゃ、規則とマナーを遵守すること。シューズ・ボールについては、内外の区別を明確にすること。
（７）喫煙については、指定された場所にて喫煙すること。
（８）フロア内への飲料水の持ち込みを行う場合は、倒れてもこぼれないスクイズボトル等の容器とする。
（９）ごみについては、チームで責任をもって必ず持ち帰ること。
（10）今大会では、手土産等の交換は行わないこととする。


‘æ


38


‰ñ


 


‹ã�B�¬Šw�¶�e‘Pƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‘å‰ï


 


ŽÀŽ{—v�€�iˆÄ�j


 


‚P


 


Žå


 


�Ã


 


 


‹ã�Bƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‹¦‰ï


 


 


‚Q


 


Žå


 


ŠÇ


 


 


‹{�è


Œ§ƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‹¦‰ï


 


 


‚R


 


Œã


 


‰‡


 


 


‹{�èŒ§


‹³ˆçˆÏˆõ‰ï


 


 


 


‚S


 


‹¦


 


Ž^


 


 


Š”Ž®‰ïŽÐƒ~ƒJƒT


 


Š”Ž®‰ïŽÐƒ‚ƒ‹ƒeƒ“


(


–¢’è


)


 


 


‚T


 


Šú


 


“ú


 


 


•½�¬‚Q‚W”N‚P‚QŒŽ‚Q‚Q“ú�i‹à�j�`‚Q‚S


“ú�i“ú�j


 


  


�y�R”»‰ï‹c�z


 


   


‚P‚QŒŽ‚Q


‚Q


“ú�i‹à�j


 


    


�y‘ã•\ŽÒ‰ï‹c�z


 


  


‚P‚QŒŽ‚Q‚Q


“ú�i‹à�j


 


  


�yŠJ‰ïŽ®�z


   


 


 


‚P‚QŒŽ‚Q‚Q


“ú�i‹à�j


 


  


�y‹£‹Z�z


     


 


‚P‚QŒŽ‚Q‚R


“ú�i“y�j‚Q


‚S


“ú�i“ú�j


 


  


�yŠJ‰ïŽ®�z


    


 


‚P‚QŒŽ‚Q‚S


“ú�i“ú�j‹£‹Z�I—¹Œã


 


‹{�èŽs‘��‡‘ÌˆçŠÙ


 


 


‚U


 


‰ï


 


�ê


 


 


‹{�èŽs‘��‡‘ÌˆçŠÙ�i


2


–Ê�j


 


 


   


‹{�èŒ§‘ÌˆçŠÙ�i


2


–Ê�j


 


 


‚V


 


‹£‹Z‹K‘¥


 


 


�i‚P�j•½�¬‚Q‚X


”N“x�i


Œö


�à�j“ú–{ƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‹¦‰ï‹£‹Z‹K‘¥


‹y‚Ñ


J


ƒNƒCƒbƒNƒnƒ“ƒhƒ{


�[ƒ‹‹£‹Z‹K‘¥�i


U


-


12


�j‚É‚æ‚é�B


 


       


 


�i‚Q�j‹£‹Z�ê


 


‹{�èŽs‘��‡‘ÌˆçŠÙ


 


�›�›‚�


x


�›�›‚�


 


 


 


 


   


‹{�èŒ§‘ÌˆçŠÙ


 


�›�›‚�


x


�›�›‚�


 


       


 


�i‚R�jŽŽ�‡‹…‚Í�i


Œö


�à�j“ú–{ƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‹¦‰ïŒö”FŒŸ’è‚P�†‹…‚ðŽg—p‚·‚é�B


 


 


‚W


 


‹£‹Z•û–@


 


 


�i‚P�j‚Sƒ`�[ƒ€‚É‚æ‚é—\‘IƒŠ�[ƒO‚ÌŒã�AŠeƒŠ�[ƒO�ãˆÊ‚Qƒ`�[ƒ€‚ÅŒˆ�Ÿƒg�[ƒiƒ�ƒ“ƒg‚ð


�s‚¤�B—\‘IƒŠ�[ƒO‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í‰º‹L‚Ì’Ê‚è‚Å�‡ˆÊ‚ðŒˆ’è‚·‚é�B


 


‡@


 


�Ÿ‚¿“_�”�i�Ÿ‚¿‚Q“_


 


ˆø‚«•ª‚¯‚P“_


 


•‰‚¯‚O“_�j‚Ì‘½‚¢ƒ`�[ƒ€‚ª�ãˆÊ‚Æ‚·‚é�B


 


‡A


 


“–ŠYƒ`�[ƒ€ŠÔ‚Ì“¾Ž¸“_�·‚ª‘½‚¢ƒ`�[ƒ€‚ð�ãˆÊ‚Æ‚·‚é�B


 


‡B


 


“–ŠYƒ`�[ƒ€ŠÔ‚Ì‘�“¾“_‚ª‘½‚¢ƒ`�[ƒ€‚ð�ãˆÊ‚Æ‚·‚é�B


 


‡C


 


‘SŽŽ�‡‚Ì“¾Ž¸“_�·‚ª‘½‚¢ƒ`�[ƒ€‚ð�ãˆÊ‚Æ‚·‚é�B


 


‡D


 


‘SŽŽ�‡‚Ì‘�“¾“_‚ª‘½‚¢ƒ`�[ƒ€‚ð�ãˆÊ‚Æ‚·‚é�B


 


‡E


 


’Š‘I


 


       


 


�i‚Q�j‹£‹ZŽžŠÔ


‚Í�A—\‘IƒŠ�[ƒO


    


8


•ª�|‚R•ª�|


 


8


•ª�|‚R•ª�|


 


8


•ª


 


                


Œˆ�Ÿƒg�[ƒiƒ�ƒ“ƒg


 


‚P‚O•ª�|‚T•ª�|‚P‚O•ª�|‚T•ª�|‚P‚O•ª


 


       


 


�i


‚R


�j


‚RˆÊŒˆ’è�í‚Í�s‚í‚È‚¢�B


 


        


�i‚S�j—\‘IƒŠ�[ƒO‚Ì‚R�E‚SˆÊƒ`�[ƒ€‚ÍŒð—¬�í‚ð�s‚¤�B


 


        


�i‚T�j�Ú�×‚É‚Â‚¢‚Ä‚ÍŠÄ“Â�EŽå�«‰ï‹c‚É‚¨‚¢‚Ä�s‚¤�B


 


        


�i‚U�jŒˆ�Ÿƒg�[ƒiƒ�ƒ“ƒg‚É‚¨‚¢‚Ä�A�€Œˆ�Ÿ‚Ü‚Å‚Í�A“¯“_‚Ì�ê�‡�A‘æˆê‰„’·Œã‚V‚�


TC


‚Æ


‚·‚é�BŒˆ�Ÿ�í‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í�A‘æ“ñ‰„’·�íŒã‚V‚�


TC


‚Å�Ÿ”s‚ðŒˆ’è‚·‚é�B


 


 


‚X


 


ŽQ‰ÁŽ‘Ši


  


�i‚P�j•½�¬‚Q‚X


”N


“x�i


Œö


�à�j“ú–{ƒnƒ“ƒhƒ{�[ƒ‹‹¦‰ï‚É“o˜^‚³‚ê‚½ƒ`�[ƒ€‚Å�AŠeŒ§‹¦‰ï


‚©‚ç�„‘E‚³‚ê‚½’j�—‚Qƒ`�[ƒ€‚Æ‚·‚é�B


 


        


�i‚Q�jŠeƒ`�[ƒ€‚ÅƒXƒ|�[ƒcˆÀ‘S•ÛŒ¯“™‚É‰Á“ü‚µ�A‰ö‰ä“™‚Ì‘Î‰ž‚É‚ ‚½‚é�B


 


        


�i‚R�j’jŽqƒ`


�[ƒ€‚É‚Í�A�—Žq‚ÌŽQ‰Á‚ð”F‚ß‚é�B‚½‚¾‚µ‚T–¼ˆÈ�ã‚Í’P“Æ�o�ê‚ÉŽQ‰Á‚·‚é


�l�”‚É‚È‚é‚Ì‚Å•s‰Â‚Å‚ ‚é�B


           


 


�¦•½�¬‚Q‚R”N“x‹ã�B�¬Šw�¶•�‹yˆÏˆõ‰ï‚Å‚ÌŒˆ‹cŽ–�€


 


            


’P“Æƒ`�[ƒ€‚Æ‚µ‚Ä‚Í


5


–¼‚¢‚ê‚Î�AŽŽ�‡‚ÉŽQ‰Á‚Å‚«‚é‚à‚Ì‚Æ‚·‚é�B


 


10


 


ŽQ‰Á�l�”


   


‚Pƒ`�[ƒ€‚Ì�l�”‚Í�AŠÄ“Â


1


–¼�A–ðˆõ‚R–¼�A‘IŽè‚Q‚O–¼‚Æ‚·‚é�B


 


 


 




第 38 回   九州小学生親善ハンドボール大会   実施要項（案）   １   主   催     九州ハンドボール協会     ２   主   管     宮崎 県ハンドボール協会     ３   後   援     宮崎県 教育委員会       ４   協   賛     株式会社ミカサ   株式会社モルテン ( 未定 )     ５   期   日     平成２８年１２月２２日（金）～２４ 日（日）      【審判会議】       １２月２ ２ 日（金）        【代表者会議】      １２月２２ 日（金）      【開会式】         １２月２２ 日（金）      【競技】         １２月２３ 日（土）２ ４ 日（日）      【開会式】        １２月２４ 日（日）競技終了後   宮崎市総合体育館     ６   会   場     宮崎市総合体育館（ 2 面）         宮崎県体育館（ 2 面）     ７   競技規則     （１）平成２９ 年度（ 公 財）日本ハンドボール協会競技規則 及び J クイックハンドボ ール競技規則（ U - 12 ）による。             （２）競技場   宮崎市総合体育館   ○○ｍ x ○○ｍ             宮崎県体育館   ○○ｍ x ○○ｍ             （３）試合球は（ 公 財）日本ハンドボール協会公認検定１号球を使用する。     ８   競技方法     （１）４チームによる予選リーグの後、各リーグ上位２チームで決勝トーナメントを 行う。予選リーグにおいては下記の通りで順位を決定する。   ①   勝ち点数（勝ち２点   引き分け１点   負け０点）の多いチームが上位とする。   ②   当該チーム間の得失点差が多いチームを上位とする。   ③   当該チーム間の総得点が多いチームを上位とする。   ④   全試合の得失点差が多いチームを上位とする。   ⑤   全試合の総得点が多いチームを上位とする。   ⑥   抽選             （２）競技時間 は、予選リーグ      8 分－３分－   8 分－３分－   8 分                    決勝トーナメント   １０分－５分－１０分－５分－１０分             （ ３ ） ３位決定戦は行わない。            （４）予選リーグの３・４位チームは交流戦を行う。            （５）詳細については監督・主将会議において行う。            （６）決勝トーナメントにおいて、準決勝までは、同点の場合、第一延長後７ｍ TC と する。決勝戦においては、第二延長戦後７ｍ TC で勝敗を決定する。     ９   参加資格    （１）平成２９ 年 度（ 公 財）日本ハンドボール協会に登録されたチームで、各県協会 から推薦された男女２チームとする。            （２）各チームでスポーツ安全保険等に加入し、怪我等の対応にあたる。            （３）男子チ ームには、女子の参加を認める。ただし５名以上は単独出場に参加する 人数になるので不可である。               ※平成２３年度九州小学生普及委員会での決議事項                単独チームとしては 5 名いれば、試合に参加できるものとする。   10   参加人数     １チームの人数は、監督 1 名、役員３名、選手２０名とする。      

